
議会は４月、持続可能なスキー場運営のため、

市長に提言書を提出した。その中で、雪国スポ

ーツ振興条例 （仮称）等を制定するよう提言し

ている。スキー場だけでなく、これまで市民が

親しんできたスポーツであるボウリン及び・水

泳を楽しめた民間施設が閉鎖解体されたが、こ

れらのスポーツもまた、冬季間をふくめ市民の

健康増進に寄与してきた。

魚沼市は雪国である、雪国の特徴を活かした

魚沼市スポーツ推進計画にするため、「誰でも」

「いつでも」「どこでも」そして「いつまでも」

市民が自主的・自律的にスポーツに親しみ、楽

しむことができる生涯スポーツ社会の実現のた

め次の点を提案する。

問 雪国魚沼市の特徴を充分に生かしながら、

生涯学習、健康・福祉施策だけでなく、観光

施策、学校教育施策としての側面が盛り込

まれたスポーツ振興条例をつくる必要性が

あると考えるがどうか。

答 スポーツ基本法に基づいた市町村計画「第

２次魚沼市スポーツ推進計画」を制定し、

生涯スポーツ環境の充実に努めている。

これらを推進するための基本理念となる

スポーツ振興条例

については、幅広

い視点から研究・

検討をすすめてま

いりたい。

問 室内プールやボウリングレーンを備えた施

設を小出郷福祉センターの跡地に建設し、

小出郷体育館と一体とした総合スポーツセ

ンターとして民間委託をしてはどうか。

答 総合スポーツセンターの建設については、

公共施設として建設することは、慎重に考

えなければならない。

また、小出郷福祉センターは解体の方針は

示しているが、解体後

の跡地利用については

様々な方向から検討が

必要である。

現時点では、意見とし

てうけたまわる。

問 これまでの民間委託の考え方は、施設の光

熱費・人件費などの運営費を計算して、そ

の額をそのまま指定管理者に管理料として

支払ってきた。そして、市民は当たり前の

ように、安い料金で使用している。

医療費や介護保険などは、自己負担と保険

あるいは税金の負担割合を知っている。

言い方は悪いかもしれないが、市民が使っ

ても使わなくても指定管理者に税金が投入

される。また、指定管理者が利用者を増や

しても努力が報われない方法である。

これからは、利用者が増えれば、指定管理

者の収入も増える仕組みにかえ、指定管理

者の創意工夫で利

用率を高め、多く

の市民がスポーツ

に親しむ機会を増

やし、市民サービ

スの負担が市民の

目に見える改革を

する必要があると考えるが、どうか。

答 スキー場はすでに民営化されているが、

これから、仮に総合スポーツセンターを建

設するようになれば、議員がおっしゃる通

りだと私も思う。

問 「スキー場を考える議員有志の会」が市内

の小中高校の生徒・保護者にアンケートを

実施した際、多くの保護者がスキー用具等

の経済的負担を訴えていた。また、スキー

授業の回数が少ないことで、スキー用具を

揃えない家庭が増えていることも明らかに

なった。魚沼の子ども達が中学校を卒業す

るまでに、スキー検定の３級、または２級

を取得できるよう小中学校のアルペン授業

を週１回以上確保しては、どうか。

答 スキー授業は、学校体育の年間授業時数の

中で行われていて、限られた時数の中では

スキーにだけ時間をさくことはできない。

また、その実施につきましては、各学校長

の判断になっている。

となっているが、私の私見ではあるが、雪

国の子どもたちにしか出来ないことなの

で、体育の授業だけでなく、体験学習的な

考え方とか、雪国ならではの特色ある授業

も良いと考えているので、教育委員会等と

も相談させて頂きたい。
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令令和３３年年第２２回回定例会((６６月))報報告 (会期７月 13 日～7 月 29 日)

渡渡辺かずみの一般質問 ～～「議会だより」掲載外の一般質問 ～～ 

６ 月 20 日 の 魚 沼 市議 会 議員 選 挙に おき ま して 、多 く の皆 さ まか ら ご支 持を 頂 き、

４期 目 の市 議 会議 員と し てス タ ート させ て いた だ き ま した 。

例 年 は ６ 月 中 に 開 催 さ れ る 第 ２ 回 定 例 議 会 で す が 、 改 選 後 、 初 の 定 例 議 会 は ７ 月

開催 で す。 定 数が ２議 席 削減 さ れた 中、 ３ 人の 新 人議 員も 誕 生し ま した 。

４期 目 最初 の「 か ずみ 通 信 」で す 。４ 期目 と 言え ば 、ベ テラ ン 議員 と 言わ れ る よ う

にな り ます が 、初 心に 戻 って 、こ れ まで 以 上に 、市 民 の皆 さ まの ご 期待 に応 え られ る

よう 精 進し て まい りま す ので 、 どう ぞよ ろ しく お 願い 致し ま す。

魚魚沼市のスポーツ推進施策について 

２｡総合スポーツセンターの建設について ３｡小中学校のアルペン授業の推進について

この他、旧堀之内病院跡地の利活用も質

問しています。８月 25 日発行の議会だよ

り「こんにちは魚沼市議会です」をご覧く

ださい。

また、魚沼市議会では、YouTube（ユー

チューブ）を利用して、会議の録画配信を

行っています。

是非、

ご視聴ください。

１｡スポーツ振興条例の制定について



 
 

平成 年年 月月 日日 市議会本本会議議で、斎場外構等整備工事（ 億億 万万円）請負契約の締結を議決。

月月 日日～ 月月 日日 工事掘削した際に地中から産業廃棄物（以下「本件廃棄物」という。）を発見。。

月月 日日、 日日 本件廃棄物をを除去、構内に集積。。

月月 日日 県関係機関による立入検査（本件廃棄物の状況確認と処理方法について）

月月 日日 委員会に、、本件廃棄物の状状況を説明。。

月月 日日～ 前土地所有者に個個別に説明、聞き取りをを開始。

月月 日日 県関係機関による立入検査（本件廃棄物の管理状況確認）

月月 日日 月月から実施した前土地所有者に対対する説明、聞き取りをを全て終終了。

平成 年年 月月 日日 委員会に、、本件廃棄物処理等に伴う魚沼市斎場外構等整備工事変更契約の内容説明。。

月月 日日 市議会本本会議議で、斎斎場外構等整備工事変更契約（ 億億 万万 円円）を議決。

月月 日日～ 月月 日日 本件廃棄物（廃棄物混じり土）を搬出処理。。

月月 日日 前土地所有者に産業廃棄物が埋設された土地を売った売主の責任として、民法第

条条に規定する瑕疵担保請求（ 円円）を行う。

月月 日日 納入期限までに入金されないため、督促状を送付。。

月月 日日 斎場外構等整備工事（第 回回）変更契約を専決（ 円円の減額）

平成 年年 月月 日日 瑕疵担保請求額の見直し（ 円円）と催告。

６月 日日 魚沼市長を被告とする、、本件瑕疵担保請求が無効であるこことがが含まれる「違法公金支出

返返還請求事件」の住民訴訟。

平成 年年 ９ 月月 日日 上記、住民訴訟が最最高裁判所で結審。

平成 年年 月月 日日 総務委員会がが瑕疵担保請求に関する調調査報告書を議長に提出。。議長より市長に提出。

平成 年年 月月 日日 魚沼市長を被告とする、本件瑕疵担保請求が違違法・無効である「損損害賠償請求事件」の

住住民訴訟。

令和 年年 月月 日日 上記、住民訴訟が最高裁判所で結審。

｢議案第 号 権利の放棄について｣の 賛成討論に立ちました。

平成 年当時、旧大沢斎場は、昭和 年 月供用開始から 年以上経過し、建物や施設

の老朽化が著しく、平成 年 月、市議会福祉環境委員会で、新斎場の必要性や今までの経過

を踏まえ、地権者や周辺住民からの同意が容易で、集落から一定の距離を保った場所を選定する説

明を受けた。用地の選定にあたっては、市内 箇所の候補地を現地調査、南魚沼市斎場、新潟市

亀田斎場等を視察検討した結果、現在の場所が最適地として意見集約された。

これを受けて、関係集落の区長会議、地権者説明会、地元集落説明会等において担当課による丁

寧な計画の説明。その後、第三者による新斎場建設基本計画策定委員会を設置し協議を重ね、環境

審議会の承認を受け、平成 年 月、委員会で、基本計画が正式に発表された。土地の取得に

ついては、平成 年 月の本会議上で可決された。

ところが、建設敷地の外構工事に際して、土地

取得当初に予見不可能であった廃棄物が発見され、

追加工事費の議会議決が必要になったことによる

２度の住民訴訟事件は、いずれも最高裁判所まで

争われ、結果、長い年月、旧地権者のみならず、

市民の皆さまに、ご心配かけることとなっていた。

｢議案第 号 権利の放棄について｣を 対１で可決しました。

斎斎場建設・売り主の瑕瑕疵担保責任に基づく損害賠償請求権を市長の

政政治判断で放棄するもの（提案理由は市の債権として保有すべき権利ではない）

斎場建設敷敷地から発見された産業廃棄物に関する売主の瑕疵担保責任についてのの経過

平成 年年 月月 日日 市議会福祉環境委員会（以下、「委員会」という。）で現斎場（（大沢）の耐用年数超過や

老老朽化について説明。

月月 日日 委員会と担当者で南魚沼市斎場を視察。。

平成 年年 月月 日日 委員会と担当者で現斎場（大沢）の現地調査を実施。その後、担当者が新斎場建設検討

資資料（現状と課題、必要規模等）を説明。

月月 日日 委員会で新斎場建設検討資料 候候補地３箇箇所、概略工程、整備費等 をを担当者が説明。

月月 日日 委員会で新斎場候補地３３箇所の現地調査及及び先進地としての新潟市亀田斎場の視察を

実実施。その後 候候補地のうち池池平月岡原が適地とした委員会の意意見集約。その結結果に

基づき、担当課で池平月岡原の具体的調査を開始。

月月 日日 委員会で池平地区の新斎場建設検討資料（レイアウト等）を説明。

月月 日日 関係区長会議で新斎場関係を説明。

月月 日日 地権者説明会を実施。。

月月 日日 関係区長会議で説明。

月月 日日 委員会で関係区長会議及び地権者等への説明会の結果を報告。

月月 日日～

月月７日

月月 日日に池平、 月月 日日に中家、 月月 日日に一日市、 月月 日日に七日市新田に

おおいて、各集落説明会を開催。

月月 日日～ 日日 委員会で宮城県登米市斎場を視察。

月月 日日 委員会で集落説明会の結果を報告。

月月 日日 委員会で基本計画策定業務発注、基本計画策定委員会設置及び結果について報告。

平成 年年 月月 日日 委員会で基本計画策定業務におけるアンケート結果を受け、公営墓地、ペット霊園を新

斎斎場と一体的に整備する方針を説明。

月月 日日 委員会で斎場建設基本計画書の内容を説明すするとともに、アンケート調査の結果を報告。

月月 日日 委員会で地権者に用地買収単価を説明し、理解していただいたこと及及び実施設計業務委

託託を発注した旨を報報告。

月月 日日 委員会で「議案第 号号 土地の取得について」を審議し、採決の結果、原案可決。

月月 日日 市議会本会議で、「議案第 号号 土地の取得について」採決の結果、原案可決。

本議案を可決することで、長い年月、旧地権者のみならず市民の皆さまにご心配かけたことに、

終止符を打ち、議会の責任を果たすことになると信じて、本日の議場での質疑、委員会での質疑を

通じて理解したことをもとに、本議案に賛成する理由を申し述べます。

１．本議案の権利放棄の理由が、市長個人の見解ではなく、平成２０年９月、国道事業用地として

取得した土地において、地中から発見された産業廃棄物の処理に関する「金沢河川国道事務所の

調査報告」という、実例を論理的根拠としていること。及びその実例が国の機関の検証結果であ

ることから、信用性が高いこと。

２．根拠としている報告書の内容は、発見された廃棄物は瑕疵担保責任の要件を充足し、売り主に

瑕疵担保責任が生ずると判断しており、これまで、当市が主張してきた瑕疵担保請求権があると

してきたことと矛盾が生じないこと。そのうえで、報告書の中で、明確な判例はないとしながら

も、撤去費用を、訴訟手段を用いて売り主の瑕疵担保責任を追及する場合、一般私人は通常の取

引注意で充分であるが、国が当事者である場合、より高度な注意義務が求められ、善意・無過失

が裁判上の争点となった場合、無過失であると認められない可能性があるので、瑕疵担保責任追

及は断念せざるを得ないとの判断に至ったとしている。従って、本議案の権利放棄も、権利はあ

るが、権利を行使せず、損害賠償請求権を放棄するとの提案理由であり、この点においても矛盾

していないと考える。

３．「裁判で係争中の債権放棄の議会議決は無効である」との最高裁判決が存在することから、最

高裁の結審をへて、この瑕疵担保請求に係る、住民訴訟等の係争事案が出されていない、現時点

での提案は「機会の遺失」を避けることができる最善の提案時期であること。

以上の３点が理由である。従って、職員の事務執行の不適切さの可否を判断したもので

はなく、今回の議案とは、切り離して考えなければならないことを 住民の皆さまには、

ご理解頂きたいと申し添え、私の賛成討論といたします。

 


